職種：写真処理・制作　　職務：銀塩写真処理・制作

【概要】

　現像処理、ネガ修整、プリント焼付け、仕上げなど、フィルム（銀塩）カメラにより撮影された写真の処理を行い、お客様にお渡しできる状態に仕上げる仕事をいう。古写真の復元業務やアルバム編集等の仕事も含む。

【仕事の内容】

　大半の写真館は写真処理・制作の仕事を外注しており、自家処理を行う写真館は中規模以上の写真館が中心である。

　銀塩写真処理・制作の仕事は、現像→ネガの選定・修整→プリント焼付け→プリント修整→仕上げ・装丁というプロセスで構成され、一人の作業者が一連の工程を全て担当する場合がほとんどである。

　奥が深く高い技能が求められる仕事であるが、最近はデジタル写真技術の普及に伴い銀塩写真の比重が低下してきている。高度な技能が求められる古写真の復元・修整作業についても、最近はデジタル画像処理により行われるケースがほとんどである。

　銀塩写真処理・制作では一つひとつの工程が手作業であるため、細心の注意を払いながら作業を進める必要がある。また、現像液など取扱いに厳重な注意を要する材料・機材も多く、廃液処理等に関する知識も求められる。

【求められる経験・能力】

（1） 大学や専門学校等で写真処理・制作技術や専門知識を身に付けた者である場合と、全くの素人である場合がありうる。たとえ後者の場合でも、入社後はＯＪＴまたは専門教育・自習により速やかに専門知識・技術を身に付けることが求められる。

（2） 写真処理・制作の仕事に必須要件となる資格等は存在しないが、技能検定（写真）の取得により技能が認められ、写真館内部での昇進や転職に際して有利に働く場合もある。

（3） 写真処理を外注している写真館では現像やプリント焼付け等の仕事が発生するわけではないが、外注先から納品された写真の画質判定を行うのは写真館の責任である。このため、たとえ外注する場合であっても基本的な写真処理の流れを理解し、的確な画質判定ができるようなスキルを養うことが必要である。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定制度　（職種：写真）〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

　　　　　　　　　１級写真技能士　２級写真技能士　３級写真技能士
【労働省職業分類（小分類）との対応】

　７２５　写真工


